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'富TJ島 種 臣 と r国 権 夕も交 ｣
明治 5年の rマリア ･ルス戟 J事件を中心 として
専任講師 賓藤 司良
はじめに
明治維新の大変革 も､明治 4(1871)年 7月の廃藩置県によりようや く中央集橡
的な境一国家へ と歩みを進めた｡時の外務卿利島穫臣の r国権外交J①が､アジアに対
しては r砲艦外交 (gunshipdiplomacy)｣であり､欧米列強に対 しては r追随外交｣
と指摘 され るなかで､別島外務卿が執 った明治 5年のペルー船 rマ リア ･ルス鶴 ｣事件
と､それを仲裁 したロシアとの間で調印された､明治 8年の r樺太 ･千島交換集約Jを
見ると､その r国権外交Jの意味す るところは､多分 に欧米先進諸国の秩序たる r万国
公法｣ (国際法)②の原理に則 り､副島対外政策である ｢国権外交｣を展開 したと言 う
ことがで きる｡
当時の国際情勢の中で､これか ら述べようとする rマ リア ･ルス戟｣事件 と､対露外
交の成功 は､欧米 r追随外交｣と言 うよりも､ r万国公法｣に則 り､かつまた､時代の
先を読んだ結果の､欧米 との r協調外交｣と言 うべ きものであった0
同時に､明治 5･6年当時 r万国公法｣による外交戦略を展開 した利島の遠望深慮の
姿勢 は､利島種臣外務卿のいわゆる r国権外交｣を妨排 とす るに足 るものと言 って も過
言ではない｡別島種臣が ｢明治 6年政変｣で下野 した後､明治政府の中枢 にすわ った岩
倉具視 ･大久保利通 もまた､その r国権外交｣の根底には欧米先進緒国の ｢万国公法｣
(国際法)に別 して､近隣アジアへその矛先を向けて行 ったのであるO
利島種 臣は､ この時期あい前後 して外務卿の磯に就 き､その r国権外交Jを展開 して
いったのである､即ち明治 4年 11月 4日 (I871年 12月 15日)右大臣で外務卿
であった岩倉具視に米欧使節の全権が委任されると､利島種臣が外務卿 となり､ r明治
6年政変｣で下野す るまで､わずか 2年に満たない在任中の､その外交姿勢をいうもの





を縦横に駆使 して､ r国権外交｣を展開 したものであった｡
従来､ rマ リア ･ルス戟 ｣事件については､乗組清田人音力開放 と日本国内の萎娼妓
開放令の発布をもって､別島外務卿の r人道主義J が言われるが④､本論ではその ｢国
権外交｣の推進によって､日本の国際的地位の向上 と領事裁判権 の施行に閑 し､重要な
る先例を確立 したばか りでなく､西洋列強の秩序たる r万国公法Jの支配する近代文明
世界 に歩みを進めたことを論証 しようとす る'ものである｡
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.いまひとつ､副島種臣の r国権外交｣と言われる所以を述べてみると､岩倉具視が右
大臣とな り米欧使節の全権となるにおよんで､副島種臣が外務卿 に推される (明治 4年
11月 4日).少 し前､イギ リス公使のパークスが脇畷帰朝 となり､その代理公使のワ ト
ソンが謁見を求めてきた｡彼は日本従来の礼式に従わないで立礼を用いることを着 うた
(パ ークスが最初に も立礼であった)⑤｡ に副島はこれを斥けて r外国の
吏臣たるものは其の国に入 っては､その国の礼に従わねばならぬ｡ これ F国際法j上の
買例だ｡ 日本は立礼を用いない｡.もし強いて立礼を要求すれば日本政府は謁見を許さな
,＼｣ と｡その日､ワ トソンはついに謁見することができず退いたOその後､ ロシア代理
Eil使 ビューツオフが謁見を東めたが､彼は立礼でも座礼でも日本の任意の礼式に従わん
と言 った｡そこで副島外務卿は諾 して謁見の手続きを した｡いよいよ､明治天皇が引見
㌢るにおよんで､彼 に許すに立礼を以て したO これを伝え聞いたワ トソンは､ロシア公
吏と同様な事例で謁見を求めたと言 う⑥oこれ らにより､剖島外務卿を して r国権外交





明治政権の最初の大事兼は､旧徳川政権が安政 5 (1858)年に米国その他 とむす
んだ不平等条約の改正であった｡即ち､ F日米修好通商条約』第 13灸によると､ 1年
の予告期間をおいて､ 1872年 7月 1日 (明治 5年 5月 26日)以降､条約改正交渉
にはいれることになっていた⑦｡
欧米諸国への使節団派過は､ もともと明治 4年 8月､条約改定掛参議であった大隈重
信が発議 したものであった｡正院では大隈重信の全権使節就任をいったん内定 した｡と
ころが維新政権のなかでも近代国家たるべき r法 (万国公法 ･国際法)｣による普遍的
国家を志向 した大隈の脳裏には､佐賀藩藩校致遠館でオランダ人宣教師フルベ ッキ⑧ (
verbeck,GuidoMermanFridolin)か ら､副島種臣とともに美学や米国憲法など西洋の
知識を学んだ ことがあり､その大隈を して条約改正の主導権を直 らせると､国政全体を
も掌握 しかねないことをおそれた大久保利通大蔵卿が､岩倉具視外務卿と謀 り､木戸孝
允を抱 き込んで､大隈使節団の計画を覆 したム維新政権には､対外問題だけではな く､











た｡ とにか くも 100名を越える岩倉使節団は明治 4年 11月 12日 (1871年 12




この明治 4年に､ 日本は殆ど同時に2つの使節を東西に派遣 したo lつは上記の岩倉
米欧使節であり､いま 1つは､帝国に対する大蔵卿伊達宗城を飲差全権大臣とし､外務
大丞柳腰前光､権大丞津田展道を別使とする一行の派適であった｡伊達全権は治国全権
李拍車を相手 として､7月 29日 (9月 13日)､天津山西合舘において､修好条規 1
8条､通商章程 33款および海関税別に調印した｡ この r日清修好条規Jは絶対対等主
義に則 って､ 日本が締結 した最初の国際条約であった⑳｡
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岩倉使節田は､明治 4年 12月6日 (1872年 1月 15日)､サンフランシスコに
91着 してか ら､翌明治 5年 1月 21日 (1872年 2月 29日) にワシントンに到著す
Eるで､使節団一行は行 く先々で大歓迎を受けたことが､使節団を して条約改正への好






ことがわかれば他の締約諸国への侮辱となるとして､アメリカ ･イギ リスの 2大国に挟
Eれた日本の苦悩 と言 うべきものをうかがわせている⑫o Lか し､結果として大久保 ･
P藤は､海外において新条約に調印する全権委任を付与 されたが､ワシントンへ着いた
;月 17日 (7月 22日)には､使節団のほうで対米交渉の困難 さと単独認印の不利に















g鮮 (に対 して)は一等を下 し候礼典を用｣⑳いることがで きるはずだという期待があ
)た｡
それより以前､維新政府は李氏朝鮮に対 して､明治元年 12月 19日 (1869年 1
131日)従来の慣例にしたがい対馬藩主宗義達をとお して､▲王政復古の通告をしたと
:ろ､その昔契 (書類)の中に､明治天皇を鰭国皇帝と同様 に､朝鮮国王の上位に置 く
｢皇Jと r勅Jの用語があったために⑱､朝鮮側は従来の外交慣例に反するとして苔突
)受理を拒否 し､用語の改修を求めた｡ この意味するところは､朝鮮側からいえば､櫓
･3を大とする r華夷秩序｣の励行であり､ r礼｣を旨とする r儒教文明Jの大原則であ
I､ El本の行為はまさしく r蛮夷｣のそれであったo
Lか し､この事件がきっかけとなって日本の r華夷秩序｣か らの脱却､すなわち r脱
互｣の意識の萌芽 となり､すすんで西洋列強の世界秩序たる r法 (国際法 ･万国公法)
の支配する､普遍的近代国家 という ｢文明｣に加わって行 こうとするものであった｡
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二 rマ リア ･ルス戟 j 横浜入港
明治 5年 6月 4日 (1872年 7月 9日)､ベル一国船 rマ )ア ｡ルス戟｣⑮が横浜
に入港 した｡ rマ リア ･ルス戟J (MariaLug)船長ペルー国海軍大尉へレイラ (He-
reira,DonRicardo)の供述するところによると､換門 (マカオーポル トガル領)で契
約 した治国人 出稼 ぎ苦力約 229名⑳を載せ､ペルーへ向か う途 中暴風雨に遭遇 し船体
を損傷 したため､修理のため横浜に入港 したものであった.数 日後の深夜､清国人のひ
とり (大慶 ･モクヒン)が船内での虐待に耐えかねて梅に飛び込んだo rマリア ･)レス
戟｣と並んで碇泊 していた英国軍艦 rアイアン･デューク｣ (IronDuke)の乗員に救
助された木慶 は､ ｢マリア ･ルス戟 ｣船中において甚だしい虐待 を受けた事を述べた｡
rアイアン ･デュークJ艦長は大慶を横浜英国領事館に引渡 し､領事館より神奈川願
庁に通告 したので､蘇庁は同人を引取 り､ ｢マリア ･ルス戟 ｣船長を召喚した｡
船長へ レイラは解庁に出頭 し､苦力禾慶は脱走罪を以て処罰せ られん事を清い､更に
船中の苦カを も暴動罪を以て告発する事を述べたが､苦力虐待の事を語間せ らるるに及
び､告訴を撒回 し､脱走 した禾慶には苛貴を加えないと口頭で約 したので､未慶を船長
に引渡 し滞船せ しめた｡ しか し､船長へ レイラは帰船するや大慶 に答刑を加え､さらに
その群髪を断ち､悲鳴遥かに rアイアン ･デューク｣に達 したと去｡数 日を経て､又も
や清国人苦カひとりが上記英艦に泳ぎ着 き救助を求めた｡その苦カが禾慶に加え られた
酷刑を説明 したので､英艦将校深 く同情 し､義復金を募集 して治国へ帰遼せ しめんとし
た｡然るに､ この苦力は上陸するや､たちまち与え られた旅費を消費 し､横浜市中を妨




うけて､ 6月 28日 (8月 2日) rマ リア ･ルス戟 ｣に赴 き､同船収容苦カの状態を視
察せん事を東めたが､ rマ リア ･ルス戟 ｣では船長上陸中を理由としてこれに応 じなか
ったo Lか し､ ワ トソン代理公使は､清国人苦カの耕髪の切断されたこと､又殴打せ ら
れたことを確かめ､東京に帰任 した後､当時日本におけるペルー共和国の利益を代表 し
た巌 El米国臨時代理公使シェパー ド (ShepardC.0.)と協議 し､ この問題について､日
本国政府の注意を喚起するに決 した｡






船を抑留 し､船長以下の不法行為を審理せ られたならば､英米両国は極力 日本国政府




.ていなか ったので､ペルー ･治国両国民は日本国法権に従 うの義務を有 していた0
割島外務卿は英米南国代理公使の忠告に接 した､翌 7月朔 (8月 4日)両国の公文を
P奈川解合代理神奈川蘇参事大江卓に送致 し､ rマ リア ･)レス｣戟事件を調査 し､船客
二対 して不法行為があったならば告発すべきを愈 じたO大江解合代理は､ 7月4日 (8
才7日)横浜外国人居留地取締役ベンソン (BensonE.S.)および神奈川蘇少属馬場啓次
βに､ rマ リア ｡ルスJ鶴の調査取調べを命 じたOその報告には⑬､
rマ リア ･ルス｣境収容出稼ぎ菩力は､清国人三等船客 として相当の待遇を受け､食
物も潤沢で必ず しも粗悪と認め難い､思 うに苦力等船長以下船員を鼻輪 し､意志疎通
を放き､為 に船内不穏の形勢を醸成 したものであろう｣と云にあった0
この報告を得て大江解合代理は､即日 rマリア ･ルス戟J船長へ レイラに､最初に逃
こし､解庁の愈によ り船長に引き渡された苦力禾慶を同道の上､解庁に出頭すべきを愈
こた｡か くして､近代日本最初の国際裁判所が神奈川蘇庁に設け られた｡
審理は 7月 4日､ rマリア ･ルス｣鶴船長へ レイラへの審問か ら始められたOその中
:･ヘ レイラは､清国人苦カはいづれも船客であるか ら相当の待遇を与えた､ しか し､木
蔓等数名の苦力は性質凶暴のため制裁を加えた｡必要あらば適当と思 うだけの人数に査
訂あらん事を願 う､ と言い､大江蘇令代理はそれを受けて 7月 6日に審理再開を愈 じた｡
7月 6日 (8月 9日)の審理は､ 5名の苦力が証人 として出廷 した｡証人等は異Ej同
字に､彼等の自由意志に反 し誘拐されたものである事を主張 し､且つ船内での虐待を陳
巨した｡船長へ レイラ､司厨長セレナ (Serena)､遵転士ア リイス (Aries)等の証言
)中に､浜門出帆以降 3人の苦カの投身 自殺のあったことが陳述 されている｡大江解合
己理は､船長 に本件の解決を見るまでは rマ リア ･ルス｣境の出港を停止する旨申し渡
.たO船長 は碇泊 1日の雑費墨銀 100弟に及ぶ旨を述べ､速やかに出港停止愈令を解
たされん ことを懇願 した⑳O
このようにして始まった審理ではあったが､その後政府部内において司法卿江藤新平､
ま税頚陸奥宗光の如 き法理に通 じた有力者は､挙げて副島外務卿 に異論を唱えた｡ しか
′､別島外務細は太政大臣三条実美を経て旨を請い､勅裁を以て特に本件を外務省所管
:して､神奈川蘇庁 に臨時法延を開き神奈川蘇権令大江卓⑳ にこれを審理せ しめた｡
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利島はこれを以てす るに､英国臨時代理公便 ワトソンおよび米国塩時代理公使 シェパ
ー ド等の友好的信頼関係を背景 として､更には外務省法律顧問ペ シャイン ･スミス (E.
peshineSmith)､神奈川解庁法律顧問ジョージ･ウオ レス ･ヒル (G.W.Hill)等の法
律専門家を参画させた｡
当該 ｢マリア ･ルス｣号事件は､旧幕府が慶応 3年 10月2日 (1867年 10月2
8日)に取 り決めた､横浜外国人居留地取締規則第 4灸を適応すべ きもので､その審理
には横浜外国人居留地取締役および横浜駐在列国領事の立会いを必用 とするとの議が領
事田中にあったが､ しか し rマ リア ･ルス｣号事件に対する明治政府の対応如何によっ
ては､以後の外国人居留地において発生する事件にかんしての領事裁判権の問題でもあ
った｡逆に明治政府 においても以後の案件に対 して､不平等条約 の中心たる領事裁判権





を得た｡ しか し､副島外務卿はかって長崎致遺館 (佐賀藩長崎藩校)でオランダ宣教師
フルベ ッキより習得 した英学 ･米国憲法 ･万国公法をもとに､当該取決めは慶応 3年の
旧幕府瓦解に瀕 しての際､英 ･仏 ･米国等の列強の強要によって成立 したものとの認識
に立ち､単に一つの取極暑 (arrangement)によって規定せ らるるが如きは､不合理 も






利島外務卿のこうした意向を受けて､大江権令は審理を進め､ 7月 16日 (8月 19
日)法廷は三度開廷された｡このElの審問が終わって､船長へ レイラは横浜居留英国弁
護士フレデ リック ･ディキンズ (F.V.Dickins)を弁護人に選定 し､弁護要旨を申し立
たOその要旨は以下の如 くである⑳｡
一 本件は公海 に於いて発生 したもので､ 日本国法権の及ぶ ところではない｡
ニ ｢マ リア ･ルス｣号は契約による移民を船客として輸送 に従事する船舶で､奴隷
売買船ではない｡仮 りに同船に奴隷売買に類する行為があっても､人身売買は日
本国内に於 いて公許せ らるるところである｡






(理由書)｣を作成 し､これを外務省に進達 してその認可を申諭 し､又その腰本を横浜
領事団にも送致 したO この判決文および理由書は､神奈川蘇庁法律顧問ヒルの手になる
ものである｡ ここにおいて ､ 判決主文及び理由書は副島外務卿の決裁を経たので､ 7月
27日 (8月 30日)大江神嘉川蘇権令は花房外務大丞､居留地取締役ベ ンソン及び各
国領事立会いの上､ rマリア ･ルス｣号船長へ レイラ及び弁護人ディキンズ､ rマ リア
ルス｣号船客苦力を召喚して判決を宣告 した｡その要旨に日く⑳､
ペルー国商船 rマ リア ･ルスJ号横浜碇泊中､船客たる清国人苦力､船員の虐待に堵
へず脱船 した者あ り､船長 これに苛酷な私刑を加えた旨､大ブ リテン国女王陛下の東
京駐笥臨時代理公使より､帝国外務卿に通告があったO依 って外務卿は､神奈川懸庁
に愈 t;て､本件審理の任に当らしめたO
神姦川蘇庁 は外務卿の訓令により､本件の審理を開始 し､ rマ リア ･ルス｣号船長､
高級船員､並びに船客たる清国人苦力 230･名を謹人 として蘇庁に召喚し､又願宮を





も考慮の上､特に船長を無罪とし､且つ本船に塔 じて日本国領海を去 る事を禁 じないo
rマ リア ･ルス｣号船客たる清田人音力は､神嘉川蘇庁管内にあっては､一般治国居
留民 と同一の権利 と自由を享有すべきものとする.,
rマ ])_ア ･)レス_I号が国 に該当するや否やに関 しては､神姦
川解庁は之を審議する権を有 しない｡
｢マ リア ･ルス｣号船客たる清国人苦力と､同船長間に締結せ られた契約の履行､若
くは其解除を褒めようとする時は､更に蘇庁に其審理を請求すべき事を婁する｡
本件に閑し連出せ られた rマ リア ･ルスJ号船舶書類､並びに認接物件は悉 く原所有
者に遺付するO




して英国人弁護士ダ ビットソン (John.N.Davidson)を選任 した｡
か くして原穀雨告の告訴及び反対要旨が提出されたので､大江神姦川麻植令は蘇庁に
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於いて法廷を開き審理を開始 した｡口頭弁論は8月 16日 (9月 18日)を始めとし
て､ 17日､ 18日､ 19日､ 21日に亘って行われたO
原告の訴えは⑳､















出稼 ぎ労働ではないので､かくの如 き契約は､ 日本国の法律と利益に反するを以て､ 日
本国内に於いて効力を有 しない⑳｡ としたものであった｡
この判決の下された事の迅速さと､その強引さの背景にあった物は､英国代理公使の
ワ トソンによる勧告の外の何物でもない､即ち r売奴商売のごときは国力を尽 くしてぜ
ひとも差 し留めるべ Lとの決意を世間へ示すペ LJという強い勧告があった｡ワ トソン
は､更に､外国の干渉は決 して起 こらないと保証して､ r裁判 には自分のこの訴えを証




しか し､ rマ リア ･ルス｣号船長へ レイラは､ 7月 27日の神奈川蘇庁判決による停
船愈令解除にも拘わ らず､ 9月 3日 (10月 5日)横浜港内に rマ リア ･ルス｣号を放
棄 し､一等運転手ア リイス (Aries)と共に善後策をこうじるため､急洩本国に帰遺 し
て しまった. ここに､神奈川蘇庁は副島外務卿の指令によって rマ7)ア ･)レス｣号乗客




じて､江東同知陳福勲を委員 として日本へ派遣 して来た｡陳委員 は､豊臣秀書の朝鮮出
兵によって明国との関係が途絶 して以来､300年ぶ りに公式に来 日した清国官吏であ
った｡陳委員は 8月 27日 (9月 29日)横浜に到着 したので､副島外務卿は愈 じて建
連館 (浜離宮)に宿泊せ しめ､外務卿自ら三度会見するなど日本側は下にもおかぬもて
なしぶ りであった｡
すでに神奈川鯨庁の判決 も､ 8月 25日 (9月 27日)に確定 し､清国人苦力は一旦
自由開放に決 したので､230名全員を陳委員に交付 したo陳委員は9月 13日 (10
月14日)清国人苦力全員を収容 して上海に向け横浜を出発 した｡彼 らが無事に帰国 し
た後の明治 6年 (この年より旧暦 ･新暦月 日同じ) 2月､副島外務卿に宛てて､清国両


















明治 6 (i873)年 2月 27日､ベル一国特命全権公使 ドン ･アウレリヨ ･ガルシ
ア (DonAurelioGarciayGarcia)一行は横浜に来着 し､3月 3日､利島外務卿侍立
の上､明治天皇に謁見 し､ベル-共和国大統領 ドン ･マノエル ･パル ドオ (DonManoel
pardo)の信任状を奉呈 した｡その目的は､.とりもなをさず ｢マ リア ･ルス｣号問題の
解決であった｡




の到着 したElに別島外務卿は改めて特愈全権大使に任愈されて､ 3月 9EI､明治天皇は
剖島種臣を宮中に招いて謁見 し､以下の上論を授けた｡
r朕閲ク､壷湾島ノ生者数次我人民ヲ屠殺ス ト 若妻テ問ワズ ンバ後意何ゾ極ラン､
今爾種臣へ委ヌルニ全権ヲ以テス､爾種臣其往テ之ヲ伸理 シ､以テ朕ガ民ヲ保 ンズル
ノ意 ヲ劉エヨ､欽哉｡｣㊨
この上諭 は､上記勅食に加えて､明治 4年 11月､琉球藩の人が姦湾に尊者 したとこ
ろ､ 54名が先住民 (いわゆる高砂族 ･蕃人)に殺害された｡更 に明治 6年 3月､小田
蘇 (現在､岡山鯨の一部)の人 4名が垂湾に漂着して､また先住民か ら暴行略奪をうけ
た｡いわゆる r姦湾事件｣の問題解決という､そのためをも兼ねて外務卿副島種臣が､
特愈全権大使 として治国へ派適されるものであった｡
利島外務卿 としては､ペルー船 rマリア ･ルスJ号事件は､英米両国代理公使の友好






利島大使一行は､･明治 6年 3月 12日軍艦 芦隻に分乗 して横浜を出発 した0 3月 31
日には上海に到着 して､ rマリア ･ルス｣号事件の恩人来ると大歓迎されている｡ 4月
30日天津山西公館で滑国全権李拍葦 との問で r日清修好条規Jの批准書を無事交換｡
5月 7日､北京に着 き､清国籍理街門 (外務官庁､略称は絵署)との間で皇帝謁見の交
渉にはいった｡
中華世界 (華夷秩序)の主体者を任 じる靖国は､ これまで､締約各国からの強い要望
にもかかわ らず､北京駐在各国公使が信任状を奉呈するために皇帝に謁見することを許
さなかった｡ しか し､同治者の親政開始を機に態度を和 らげ､五揖 (立礼 5回)かつ各
国一括であるな らばこれを許すと譲歩 した｡ しかし､副島大使 に対 しては､ 日本は清国
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と同文同種 (即ち華夷秩序の一点)だか らという理由で､清韓の礼式どおり鎗拝 (ひざ
まづいて拝礼すること)を求めた｡








だと述べた｡それは､道徳を形 にしたものが礼であるか ら､ r朋友｣であるべ き日本
と帝国の関係にふさわ しい礼を相互に実践することこそが r道｣にかなうものである､_
とした｡ しかるに､臨拝は君臣間の礼であり､国家間に適用すれば朝貢国が宗主国に
たいして行 う礼であるか ら､若 し朋友国間で行えば ｢道｣をみだす､つまり､聖賓の
数えに反する事になる｡皇帝が朋友国君主代理の欽差大使に指揮を要求するのは､皇
帝自身が聖賢の r遥 ｣を踏み外す ことに外ならないか ら､皇帝の補佐の臣たるもの､







が形而下に意識 していた中華思想 (華美秩序)からの脱却の具現であり､新 しい西洋列
強の秩序である r万国公法 (国際法)Jのルールに従わんとす る国家表現であったo
Lか し､交渉はもつれにもつれ､副島大使が帰国のかまえを見せたので､絵理衝門は
ようや く承知 し､ 6月 29日､利島大使は列国公使に先立ち単独で同治帝に謁見 し､脆
挿することなく三掃 く立礼三回) したのち国膏を奉呈 し祝賀を述べ三揖 して退出した｡
剖島種臣は､史上初めて対等国家の立場ゼ清国皇帝に謁見 した外国使節の栄誉を担っ
たのである｡副島の全権大使 としての重任 も､外務卿 としての国際ルールの敷桁も､各
国外交団は副島の成果をおおいに賞賛 し､新興日本の国際的地位 と､剖島 ｢国権外交｣
の名は高められた(32)｡








と云いうのみにて､一片の文書を往復することな く r墓湾事件Jに関 しての談判をお
えたのである｡明治 7年の r姦湾出兵Jの根拠は､ この時の口頭 によってなされたので
あったし､さらには､李氏朝鮮問題について も靖国大臣か ら､朝鮮国の r和戦権利｣に





この別島大使の清国への派遣は､靖国 ･朝鮮 ･墓湾 ･琉球の懸集までも解決せ しむる
大成果をもたらし､明治維新後まもない新興 日本に､欧米列強は新たな認識を持っにい
たったのであった｡ これ東に剖島種臣の r一国権外交｣の成果と言 うべきものであった｡
ここで､話を rマ リア ･ルスJ号の問題に戻すと､ペルー全権ガルシアは､日本外務
省の終始一貫 した姿勢に如何ともしがたく､利島外務卿と懇談す るに､ r此際同使節の
体面丈け存 しさせて呉れろ｣(34)との要請により､副島外務卿は r然 らば強ひて貴使節
の本国秘蕗政府が 日本裁判に服せぬと云ふならばどっか露頭亜 どもに御許へになっても
苦 しか らぬ｣と答えた｡是に於て､ガルシア全権は本国に報 し､その仲裁をロシア皇帝
アレキサン ドル 2世に委ねることとなった｡ この時､日本とロシアとの間には､琴末以
来の懸案であった樺太､今のサハ リンと千島列島の領有間置があ り､副島外務卿はこの
問題でロシア側 と度々交渉を重ねていた｡ しかし､明治 6年 10月の征韓論問題で副島
は下野 して しまった｡代わって外務卿 となった寺島宗則の明碍 8年 5月 7日､日本の譲
歩によって r樺太 ･千島交換条約｣が締結された｡そして条約調 印か らわずか 1O白後
､ロシア皇帝アレキサンドル 2世か ら rマ リア ･ルスの一件につ いては､日本の措置を






島の対 ロシア外交が ロシア側に高い外交評価を得ていた証 といえる0割島はこうしたロ
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が､外事卿副島種 臣としての立場か らは､ r国権主義｣外交のなにものでもなかった｡
副島種臣とその出身を同じくする大隈重信の昔日欝に､ r日本 と靖国は逢 う､緒国は
儒教でできあが っているが､日本は法家の国だ｣と､いう一節がある.江戸時代に F四
書五経｣を読まされた日本人が､明治維新を起 こしたのだか ら r日本は儒教の国だ｣と
考えそうだが､大隈重信は逢 うという｡日本は儒教の本か ら学が､ 日本の習倍は儒教世

















① 清輝 劉 F現代 日本文明史j第三巻外交史 p168 東洋経済新報社
昭和 16年
◎ El保横 顔 r明治 5年のマ リア ･ルス事件｣ (≡)p88 r史学雑誌J40編
昭和 4年
③ 梅渓 昇 Fお雇い外国人j 日経新書23p71 日本経済新聞社
昭和 40年
④ NfK F歴史発見J12 p197 角川書店 平成 6年
⑤ 清帯 鋼 前掲書p168
(む 同 上 p168
⑦ 日米修好通商条約 第13粂 F幕末外国関係文書j 外務省編
⑧ 梅渓 昇 前掲書p72
⑨ 久米 邦武編 F特食全権大使米欧回覧実記1 (-)～ (五)
岩波書店 昭和 52年
⑳ 日清修好条規 F大 日本外交文書』 外務省 昭和 11年
⑳ 石井 孝 r明治初年の国際関係lP47 吉川弘文館 昭和 52年
⑳ 久米 邦武 前掲書 (-)p402
⑳ F木戸 孝允 日記J巻一 明冶元年12月岩倉具視宛
⑳ 毛利 敏彦 F義務出兵Jp68 中公新書1313 中央公論社 平成 8年
⑳ 田保楕 蕗 前掲書 (-)plO6
⑯ 左和 希見編 林 道三郎謬 r白露国鳥底意老士船裁判略記1 〔以下 F白露
裁判略記j〕 明治文化全集第六巻外交編 外務省 明治 8年




⑳ r横浜外国人居留地取締規則J第四条 r幕末外国関係文書j 外務省編
⑳ 前掲 F白露裁判略記j 7月 16日の粂
-811
⑳ 前掲 F白露裁判略記1 7月 27日の粂
⑳ 同 上 8月 21日の粂
⑳ 同 上
⑳ 同 上 8月 25日の粂
⑳ 候約未済秘霧Bl帆船マ リヤル-ス戟清国拐民政裁墳演へ入港に付処置一件捉要
p51 F日本外交年表並主要文書3 (上) 外務省編纂 昭和 40年
⑳ Fニューヨーク ･タイムズJ ll月 1.1日付 1872年 r外国新聞に見る
日本一 ･二j 毎 日コミュニケーションズ 1989年刊
⑳ 牛島 義制 r麿世詔勅録IP317 暦世詔勅録刊行会編集 昭和 11年
⑳ 同 上p318
◎ 毛利 l姦湾出兵Jp52-53
(32) F申報l清国同治 12年貴国 6月 27日､ r東西各国公使朝鬼の儀J r外国
新聞に見る日本一IP6与4 毎 日コミュニケーションズ 1989年刊
(33)柳原副使､清国総理大臣毛湘輿董陶及び孫士達会談録 p52-53 r日本外交
年表並主要文書j (上) 外務省編纂 昭和 40年
(34) r割高伯経歴偶談Jp19 F東邦協会会報144号 明治 30年
(35)同 上p42
-82-
